
　みなさん、こんにちは。大島社協ボランティアセンターです。
　台風が発生し大雨が降りやすい季節です。今回は防災の心得（台風
対策編）をまとめました。事前の備えのキッカケとして、今一度ご自身
やご家族、身近な人を守るためにご確認ください。
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○ 普段の備え

・避難場所への行き方を確認しておきましょう。
・避難する時に必要な物をまとめて、持ち出し
・やすい場所に置いておきましょう。

防災の心得(台風対策編)

○ 台風が近づいた時

・防災無線の内容に注意し、指示に従いましょう。
・危険な場所には近づかない、危険を感じる方は
・早めに自主避難しましょう。
・夜間に大雨が予想される時は、明るいうちに避
・難しましょう。
・避難する時は、近所で声を掛け合いましょう。
・外に出ると危険だと感じた時は、２階など安全
・な場所で身を守りましょう。

○ 台風が数日中に近づきそうな時

・テレビ、ラジオなどで気象情報をしっかり収集
・しましょう。
・懐中電灯がどこにあるか、ちゃんと電気が点く
・のか確認しましょう。
・家の外で風で飛びそうなものは、固定するか
・片付けましょう。

お困り事、わからない事、どこに相談したらいいかわからない事など気軽に
ご相談ください。
　
● お問い合わせ
　生活支援相談員　草野・小林

開所時間 / 8：30～17：15
土日・祝祭日は休み



大島海洋国際高校
『恩返し』を合い言葉に活動！
　私たち海洋国際高校ではボランティア
部を中心に復興活動を行っています。本
校生徒の約９割が寄宿舎生活を送ってお
り、入学から卒業時まで島民の皆様に温
かく見守って頂いています。
　昨年の土砂災害以来、本校では「恩
返し」を合い言葉に「災害ボランティア
活動」に全校生徒で参加しました。
　現在ではボランティア部が中心となり
「仮設住宅へ花を贈る活動」や伊豆大島コミュニティぼらんの方々と共に
「ビーチクリーン活動」を行っています。
　今後の大島町では、災害時の要介護者を運ぶ車イスが必要となり、ボラ
ンティア部が約２０年間続けているアルミ缶リサイクル活動から車イスを福祉
施設に贈る福祉活動がより一層求められると思います。
　私たちボランティア部を中心とした海洋国際高校のメンバーは地道な活動
を継続し、島民の皆様へ「恩返し」ができる様に頑張っていきます。
　９月２０・２１日には学校祭があります。ボランティア部ではスカリ（貝など
を入れる網）を作り販売します。売り上げ金は大島町役場へ義援金として贈
ります。ぜひお越しください。

◎「アルミ缶リサイクル活動にご協力お願いします」
　前もってご連絡いただければ、アルミ缶の回収にお伺いします。　
　　　　　　　　　　　お問い合わせ　大島海洋国際高校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア部顧問　小坂　聡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(04992) 4-0385


